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農
業
事
務
所
で
は
、
市
原
市
や
Ｊ
Ａ

市
原
市
と
連
携
し
て
、
市
内
で
果
樹
の

生
産
と
販
売
を
し
て
い
る
女
性
農
業
者

の
学
習
組
織
「
い
ち
は
ら
フ
ル
ー
ツ
セ

ミ
ナ
ー
」
の
会
員
を
対
象
に
、
Ｇ
Ａ
Ｐ

研
修
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

事
前
に
、
会
員
に
営
農
す
る
上
で
の

問
題
を
聞
き
取
っ
た
と
こ
ろ
、
直
売
所

の
衛
生
管
理
や
農
作
業
時
の
安
全
対
策

に
つ
い
て
関
心
が
高
い
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
農
作
業
事
故
体
験

Ｖ
Ｒ
の
視
聴
や
直
売
所
の
問
題
点
を
話

し
合
う
内
容
と
し
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
手
法
の
活

用
に
対
す
る
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
次

に
、
会
員
の
直
売
所
や
ほ
場
を
Ｊ
Ｇ
Ａ

Ｐ
ア
ド
バ
ン
ス
上
級
指
導
員
と
一
緒
に

点
検
し
な
が
ら
、
問
題
点
や
改
善
方
法

を
学
び
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
作

業
手
順
を
家
族
で
話
し
合
い
、
紙
に
書
い

て
掲
示
す
る
」
、
「
整
理
・
整
頓
し
、
ハ

サ
ミ
な
ど
は
所
定
の
場
所
以
外
に
置
か

な
い
」
な
ど
の
具
体
的
な
改
善
案
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
12
月
に
は
会
員

や
関
係
機
関
の
職
員
が
集
ま
り
、
セ
ル

フ
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が
ら
本
年
度
の
反
省

点
と
来
年
度
の
目
標
を
話
し
合
い
ま
し

た
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
の
結
果
、
パ
ー
ト
の

仕
事
手
順
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
掲
示
す

る
こ
と
、
電
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
す
る
こ

と
、
出
荷
コ
ン
テ
ナ
の
清
掃
回
数
を
増

や
す
こ
と
、
事
故
防
止
の
た
め
に
駐
車

場
に
コ
ー
ン
を
置
く
こ
と
、
ほ
場
の
危

険
個
所
に
目
立
つ
色
で
目
印
を
付
け
る

こ
と
な
ど
の
改
善
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
原
市
が
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
指
導
員

資
格
取
得
へ
の
補
助
事
業
を
新
設
し
、

こ
れ
を
利
用
し
て
会
員
２
名
が
資
格
を

取
得
し
ま
し
た
。
来
年
度
は
、
Ｊ
Ｇ
Ａ

Ｐ
指
導
員
資
格
を
取
得
し
た
生
産
者
の

直
売
所
や
ほ
場
で
研
修
会
を
開
催
す
る

予
定
で
す
。
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Ａ
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よ
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Ａ
Ｐ
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Ｇ
Ａ
Ｐ
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活
用
し
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よ
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い
農
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経
営
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目
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！

　
　

〜
い
ち
は
ら
フ
ル
ー
ツ
セ
ミ
ナ
ー
で
Ｇ
Ａ
Ｐ
研
修
会
を
開
催
〜

ナシほ場で安全管理などを点検

直売所でＧＡＰ手法に基づいて衛生管理などを点検する会員

令
和
５
年
１
月
12
日
、
Ｔ
Ｋ
Ｐ

ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
千
葉
に
お
い
て
千

葉
県
農
業
士
・
指
導
農
業
士
認
証
式

典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

千
葉
県
指
導
農
業
士
・
農
業
士

は
、
農
業
者
と
し
て
の
意
欲
と
社
会

的
評
価
を
高
め
る
と
と
も
に
、
農
業

後
継
者
の
養
成
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
昭
和
52
年
度
か
ら
千
葉
県
知
事

が
認
証
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
千
葉
県
全
体
で
、
指
導

農
業
士
13
名
、
農
業
士
18
名
が
認
証

さ
れ
、
千
葉
地
区
で
は
新
た
に
指
導

農
業
士
２
名
、
農
業
士
２
名
が
認
証

さ
れ
ま
し
た
（
写
真
参
照)

。

　

指
導
農
業
士
、
農
業
士
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
県
組
織
と
地
区
組
織
が
あ

り
、
視
察
研
修
、
経
営
訪
問
、
情
報

交
換
会
、
後
継
者
育
成
等
が
主
な
活

動
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
様
の
今
後
一
層
の
御
活
躍
を
期

待
し
ま
す
。

　

袋
詰
め
等
の
容
器
包
装
に
入
れ
た
精

米
等
を
販
売
す
る
場
合
は
食
品
表
示
法

に
基
づ
く
表
示
が
必
要
で
す
。

　

食
品
表
示
基
準
の
一
部
改
正
に
よ
り

表
示
方
法
に
変
更
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
御
紹
介
し
ま
す
。

【
精
米
時
期
・
調
製
時
期
に
な
り
ま
し

た
】

　

令
和
２
年
３
月
27
日
の
改
正
に
よ

り
、
「
精
米
（
調
製
）
年
月
日
」
か
ら

「
精
米
（
調
製
）
時
期
」
と
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
を
、
「
年
月
上

旬/

中
旬/

下
旬
」
又
は
「
年
月
日
」
で

表
示
し
ま
し
ょ
う
。

【
未
検
査
で
も
、
根
拠
資
料
の
保
管
に

よ
っ
て
「
単
一
原
料
米
」
と
の
表
示
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
】

　

令
和
３
年
７
月
１
日
か
ら
、
今
ま
で

「
未
検
査
米
」
と
表
示
し
て
い
た
農
産

物
検
査
に
よ
る
証
明
を
受
け
て
い
な
い

原
料
玄
米
の
う
ち
、
産
地
・
品
種
・
産

年
が
同
一
で
あ
り
、
そ
の
根
拠
を
示
す

資
料
を
保
管
し
て
い
る
場
合
は
、
「
単

一
原
料
米
」
と
表
示
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

【
不
適
正
表
示
例
】

　

よ
く
あ
る
例
と
し
て
、
①
「
単
一
原

料
米
」
等
の
表
記
の
欠
落
、
②
調

「
製
」
時
期
の
調
「
整
」
時
期
と
の
誤

字
、
③
販
売
者
の
電
話
番
号
の
表
記
の

欠
落
が
あ
り
ま
す
の
で
御
注
意
く
だ
さ

い
。

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
御
自
身
の
表
示

に
つ
い
て
御
確
認
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
消
費
者
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
「
食
品
表
示
基
準
Ｑ
＆
Ａ
」

を
御
参
照
く
だ
さ
い
。

食
品
表
示
法
に
基
づ
く
玄
米
・

精
米
の
表
示
方
法
に
つ
い
て

農
業
士

指
導
農
業
士

令
和
４
年
度
指
導
農
業
士
・
農
業
士

新
規
認
証
者
を
紹
介
し
ま
す

中川 光男さん
千葉市
養豚

なかがわ みつお

澤守 久美子さん
千葉市

施設・露地野菜

さわもり く　み　こ

齋藤 拓也さん
市原市
水稲

さいとう たくや

髙橋 充さん
八千代市
酪農

たかはしみつる

【表⽰の⼀例】
単⼀原料⽶の場合
名  称

産地 品種 産年
単⼀原料⽶

千葉県 コシヒカリ ○○年産
内 容 量
精 ⽶ 時 期

精  ⽶

○○年○○⽉○旬
株式会社○○⽶店

原 料 ⽞ ⽶

販 売 者

○kg

千葉県○○市○○町○○ー○
電話番号 ○○（○○）○○○
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齊
藤
さ
ん
は
、
「
自
分
一
人
で
物
事

を
決
め
ら
れ
る
仕
事
が
し
た
い
」
と
考

え
、
千
葉
市
若
葉
区
で
「
ち
は
る
農

園
」
を
開
園
し
て
今
年
10
年
目
を
迎
え

ま
す
。
現
在
は
８
０
０
坪
の
ハ
ウ
ス
で

い
ち
ご
、
メ
ロ
ン
、
え
だ
ま
め
を
栽
培

し
、
ほ
場
併
設
の
店
舗
で
販
売
す
る
ほ

か
、
３
月
〜
４
月
に
は
い
ち
ご
観
光
農

園
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

い
ち
ご
は
味
と
大
き
さ
に
こ
だ
わ

り
、
「
ス
ー
パ
ー
で
は
買
え
な
い
い
ち

ご
」
と
し
て
差
別
化
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
店
舗
の
内
装
は
「
和
の
心
」
を
意

識
し
、
客
の
印
象
に
残
る
工
夫
を
し
て

い
ま
す
。

　

「
千
の
春
を
迎
え
た
い
」
「
千
葉
の

春
を
代
表
す
る
農
園
に
し
た
い
」
と
い

う
願
い
を
込
め
て
名
付
け
た
「
ち
は
る

農
園
」
。
齊
藤
さ
ん
の
願
い
ど
お
り
、

こ
こ
に
し
か
な
い
も
の
を
求
め
て
、
客

が
何
度
も
足
を
運
び
た
く
な
る
農
園
と

し
て
発
展
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

八
千
代
市
米
本
の
志
田
啓
佑
さ
ん

（
46
歳
）
は
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
の
夢
で

あ
る
農
家
に
な
る
た
め
、
そ
れ
ま
で
働

い
て
い
た
会
社
を
辞
め
て
、
平
成
26
年

に
就
農
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
施
設
野

菜
（
い
ち
ご
10
ａ
）
、
露
地
野
菜

（
ピ
ー
マ
ン
、
唐
辛
子
、
オ
ク
ラ
各
５

ａ
）
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
主
に
、
道

の
駅
や
ち
よ
や
Ｊ
Ａ
八
千
代
市
の
農
産

物
直
売
所
「
よ
っ
た
い
よ
」
で
販
売
し

て
い
ま
す
。
い
ち
ご
の
味
は
評
判
で
、

近
所
の
方
が
直
接
御
自
宅
に
買
い
に
来

る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

○
地
域
の
農
地
を
守
る
担
い
手

　

就
農
か
ら
５
年
後
に
は
米
本
地
区
の

水
田
約
45

を
耕
作
す
る
農
事
組
合
法

人
米
本
の
構
成
員
に
な
り
ま
し
た
。
現

在
で
は
主
力
と
し
て
、
肥
料
や
農
薬
の

注
文
の
取
り
ま
と
め
等
重
要
な
役
割
を

任
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
米
本
の
人
が

困
っ
た
と
き
に
助
け
て
あ
げ
ら
れ
る
よ

う
な
、
頼
ら
れ
る
存
在
に
な
り
た
い
」

と
力
強
く
語
る
志
田
さ
ん
。
こ
れ
か
ら

も
地
域
の
担
い
手
と
し
て
、
ま
す
ま
す

活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

　

農
業
事
務
所
で
は
就
農
間
も
な
い
青

年
農
業
者
を
対
象
に
、
農
業
経
営
体
育

成
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。　

　

受
講
期
間
は
３
年
間
で
、
営
農
に
必

要
な
知
識
や
技
術
の
習
得
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
時
期
に
就
農

し
た
仲
間
と
の
つ
な
が
り
を
築
け
る
の

も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
す
。

　

令
和
５
年
度
は
、
５
月
に
開
講
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
参
加
の
希
望
や
詳
細

に
つ
い
て
は
、
農
業
事
務
所
ま
で
お
気

軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

〔
電
話
０
４
３
（
３
０
０
）
０
９
５
０
〕

「
千
の
春
を
迎
え
た
い
」

「
千
の
春
を
迎
え
た
い
」

ち
は
る
農
園
の
取
組

ち
は
る
農
園
の
取
組

〜
千
葉
市

〜
千
葉
市 

齊
藤
憲
次
さ
ん
〜

齊
藤
憲
次
さ
ん
〜

「
千
の
春
を
迎
え
た
い
」

ち
は
る
農
園
の
取
組

〜
千
葉
市
齊
藤
憲
次
さ
ん
〜

講師の説明を熱心に聞く受講生

本人（左）と妻 明美さん（右）

ロゴマークと一緒に写る
齊藤さん

　

近
年
、
台
風
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
、

大
量
の
雨
に
よ
る
農
作
物
の
被
害
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
畑
で
の
排

水
対
策
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

１　

地
表
の
排
水

⑴
明
き
ょ

　

ほ
場
の
周
囲
に
設
置
す
る
額
縁
明

き
ょ
に
加
え
て
、
大
き
い
ほ
場
で
は
何

本
か
ほ
場
内
明
き
ょ
を
施
工
し
ま
す
。

必
ず
落
水
口
と
排
水
路
を
設
置
し
、
ほ

場
外
ま
で
の
水
の
流
れ
を
確
保
し
ま
す

（
図
１
）
。

⑵
高
畝
栽
培

　

高
い
畝
を
立
て
て
、
湿
害
を
回
避
し

ま
す
。
畝
間
の
水
は
、
額
縁
明
き
ょ
か

ら
落
水
口
へ
導
き
、
排
水
し
ま
す
。
長

い
畝
の
場
合
は
、
畝
を
途
中
で
切
り
、

額
縁
明
き
ょ
へ
繋
ぎ
ま
す
。

２　

地
下
の
排
水
（
補
助
暗
き
ょ
）

⑴
サ
ブ
ソ
イ
ラ
ー

　

作
土
層
の
下
に
あ
る
耕
盤
を
砕
き
、

透
水
性
・
排
水
性
の
向
上
と
、
空
気
の

通
り
道
を
作
り
ま
す
。

⑵
パ
ラ
ソ
イ
ラ
ー

　

「
く
の
字
型
ナ
イ
フ
」
に
よ
っ
て
、

土
を
反
転
さ
せ
ず
に
耕
盤
を
破
砕
し
、

作
業
幅
全
層
の
土
を
膨
軟
に
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

⑶
カ
ッ
ト
ド
レ
ー
ン

　

ナ
イ
フ
で
切
れ
目
を
入
れ
な
が
ら
地

下
40
〜
70
㎝
に
約
10
〜
15
㎝
の
四
角
形

の
通
水
空
洞
を
作
り
、
余
剰
水
を
ほ
場

外
に
排
水
し
ま
す
。
重
粘
土
や
泥
炭
土

で
適
用
性
が
高
く
、
２
年
ほ
ど
空
洞
が

維
持
さ
れ
ま
す
。

　

千
葉
県
農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
で

は
、
水
稲
の
出
穂
期
を
予
測
す
る
無
料

ア
プ
リ
「
で
る
た
Ｔ
Ｍ
」
を
開
発
し
て
い

ま
す
。
ア
プ
リ
で
は
、
ア
メ
ダ
ス
地

点
、
品
種
、
田
植
日
を
選
択
す
る
こ
と

で
、
出
穂
期
を
予
測
し
、
①
穂
肥
適
期

②
畦
畔
草
刈
り
期
限
③
カ
メ
ム
シ
防
除

適
期
④
収
穫
適
期
の
目
安
を
計
算
し
ま

す
（
図
２
）
。

　

ア
プ
リ
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い

方
や
利
用
し
た
い
方
は
「
で
る
た　

千

葉
県
」
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

●
適
期
管
理
の
重
要
性
に
つ
い
て

①
穂
肥

　

早
い
穂
肥
は
倒
伏
増
大
、
遅
い
と
食

味
低
下
の
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。

②
畦
畔
草
刈
り

　

出
穂
直
前
の
畦
畔
草
刈
り
は
、
カ
メ

ム
シ
類
が
生
息
場
所
を
失
っ
て
水
田
の

中
に
一
斉
に
侵
入
し
、
被
害
を
助
長
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

③
カ
メ
ム
シ
防
除

　

出
穂
〜
穂
揃
期
の
加
害
で
不
稔
や
し

い
な
粒
が
発
生
し
減
収
、
乳
熟
期
以
降

の
加
害
で
斑
点
米
が
発
生
す
る
た
め
、

適
期
防
除
が
重
要
で
す
。

④
適
期
収
穫

　

早
刈
り
は
充
実
が
不
足
し
、
青
米
や

未
熟
粒
が
増
え
ま
す
。
適
期
を
過
ぎ
る

と
胴
割
れ
の
発
生
や
倒
伏
、
穂
発
芽
の

リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

　

適
期
作
業
で
水
稲
の
収
量
・
品
質
の

向
上
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

図１　額縁明きょ等ほ場内明きょと
　　　排水路（技術と普及2022年５月）

畑
の
排
水
対
策

畑
の
排
水
対
策

出
穂
期
予
測
ア
プ
リ
で

　
　
　

水
稲
の
適
期
管
理
を
！

出
穂
期
予
測
ア
プ
リ
で

　
　
　

水
稲
の
適
期
管
理
を
！

図２　「でるた TM」の予測・計算方法
（参考）水稲の出穂期について
ほ場全体の40～50%の茎から穂が出た時期
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研
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生
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募
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に
つ
い
て

ロゴマ クと 緒に写る

本人（左）と妻 明美さん（右）

講師の説明を熱心に聞く受講生
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